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「口腔疾患に対する禁煙の効果」多施設共同研究にご参加いただき誠に有難うございます。 

研究で実施していただいておりますヒトパピローマウイルス（HPV）試料採取方法について

ご連絡させていただきます。 

現在頬粘膜から歯間ブラシで細胞を採取していただいていますが、全般的に採取細胞数が

少なく、DNA収量も少ない症例が多いようです。 

つきましては、研究ホームページの「HPVサンプル採取方法について 」（http://www.jamfi. 

net/tisod/document/index.html）を再度ご熟読いただき、検体採取の際は以下のことにご

配慮お願いいたします。 

１．ブラシを回転させてブラシ全体を使用する 

２．ブラシで擦る場所をまんべんなく広く取る 

３．左右の頬粘膜を 10回ずつしっかり擦る 

４．保存液の入ったチューブの内側の壁に当てた状態で 10回以上回し、 

  その後、さらにブラシを軽くすすぐ  

 

以上よろしくお願い申し上げます。 
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